
「E-12」表示について 
 
稼働中に「E-12」が表示された場合、以下の方法にて対処ください。 
 
 
①「E-12」は、稼働開始から20分前後に発生するエラーになります。 
 
②稼働終了後に液未排出によりエラーになっている可能性が有る為、 リセットスイッチ  
を長押しし、液の排出を実施します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③約1分後に排出が完了しブザーが鳴りますので、運転スイッチを押して、装置を稼働させます。 
 
④再度エラーが発生する場合、装置内の濃縮釜内の汚れの影響で、エラーが発生している可能
性があります。 
 
⑤一度液を強制排出し、「つけ置き洗浄」を実施します。 
  「つけ置き洗浄」・・・各機種毎の「014o」表示についての資料を参照し実施します。 
 
 
⑥「つけ置き洗浄」実施後、装置を稼働させエラーが発生するか確認します。 
 
⑦再度エラーが発生する場合は、 中間タンク（円筒型の大きい容器） 内の液量をご確認頂き、
弊社コンタクトセンターまでご連絡ください。 
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<機種：XR-1200J、XR-5000Ⅱ> 

<機種：XR-2000、XR-5000> 

XR-1200J XR-2000 XR-5000 XR-5000Ⅱ 


